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Brigid　Brophy＝B6‘z74sJθy

α％4h歪3z〃07」4管見

河村錠一郎

　アメリカの才女ソンタグに対しイギリスに

は才媛ブ・一フィがいる。日本へは小説家と

して，『雪の舞踏会』（Th65初ωB認，1964）

が翻訳紹介されたが，彼女には小説の他に文

学研究，批評，評伝の類がかなりある。ビア
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ズリーについての著作は，これが二冊めで，

前作は研α罐㈱d躍観θというタイトルで

副題に〈オーブリー・ビアズリーの肖像＞と

あり，これは『黒と白』という表題で翻訳さ

れている（昭和44年，求竜堂。）

　前作の研¢襯側d躍擁8にはいろいろと

批判もあった。フ・イトの流儀に従ってビア

ズリーを徹底的に母親とビアズリーの性心理

的葛藤と癒着の視点で分析したもので，あま

りにフロイトの眼鏡をかけすぎている，とい

う批判である。しかし，視点が明瞭なだけに

論点がはっきりしているこの小著はビアズリ

ー解釈の一つとして，ビアズリー研究の歴史

にそれなりの貢献をした。ひょろ長い女性像

は幼児のビアズリーが母親を見上げる視角で

ある，という考察は，ひょろ長い像を描く意

味でマニエリスム作家の一人である去々とい

った不用意な記述（マニエリスムがこんなに

簡単に定義できるものならまったく世は太平

楽である）があるにもかかわらず，一児の母

親として幼児の世界を熟知している女性らし

い鋭い指摘と評価してよい。

　この『黒と白』は，事実問題に関してはリ

ードが画集Bθ俳♂5」型（1967年）に付けたか

なり長文の序文に明らかに負っているし，解

釈にしてもかなりこれを参考にしている。た

だし，両者が決定的に違う点も幾つかあり，

ビアズリーの固定観念である（といっても彼

の作品に描きこまれ形象化されて残ってい

る）胎児イメージの読み取り方の相違もその

一っであった。リードの方はこのイメージな

いし図柄がある期間に集中的に現われたこと

を足がかりに，当時のさまざまに乱れとんだ

臆測や伝説あるいはゴシップをまったく根拠

なしとはせず，ビアズリーの姉の不倫の恋と

隠された出産をそれとなく暗示しているのに

対し，ブ・一フィはそれを純粋に心理的なも

のとして読み取って精神分析的解釈に終始し，

胎児イメージの横溢はピアズリーの自虐的自

伝一生ききらぬうちに子宮から墓揚へ走り

抜けたもの一として理解している。このこ

とはrビァズリーとその世界』でも変わらな

い。変わらないどころか，確認されている。

　rピアズリーとその世界』は美術関係の出

版社として知られているThames　and　Hud－

sonの〈作家とその世界＞シリーズの一冊で

ある。シリーズのなかには『ジョン・ダン』

や『ヘンリー・ジェイムズ』など文学者を扱

ったものもあれば『ルイ14世』や『ネルソ

ン』といったいわゆる歴史的人物もあり『ア

ンデルセン』など童話作家も取りあげられ

『ドラク・ワ』など画家たちもむろん扱われ

ている。シリーズの眼目は単純な伝記でも作

品論でもなく，作家なり歴史上の人物なりを

その時代とその揚所において，つまり空間的

時間的milieuにおいて捉えることにある。

したがって，ただの伝記ではないにしても，

個人の人生記録的な面はかなり強くなるが，

その意味で類書や既刊の伝記や研究書の類を

退ける独自性を主張するには，いささかでも

新事実の発見が，この種の本として欠かせな

いであろう。同時に，事実の羅列ではないは

っきりとした筆者の主張が対象を見る鮮明な

視角という形で存在しなけれぱならない。プ

ローフィの『ビアズリーとその世界』の揚合，

後者についてはすでに触れたが，前者につい

ても，ブ・一フィはかなりの成果をあげてい

る。しかも，そのことと精神分析的な読みと

りがかかわっている，あるいは少なくともそ

のように絵解きされている。

　つきとめられた新事実の一つは1881年

（推定年代）に両親とともに・ンドン郊外の

町EpsomのAshleyRoad35あるいは37
番地に2年ほど移り住んでいたというもの。

また1883年（推定年代）に姉メイベルと子

供二人だけが預けられた先の叔母さんという

のは母方のSarah　Pittのことであり，そこ

から姉弟はプライトン・グラマースクールヘ



通ったが授業料の支払名義人はこの叔母にな

っていることもブローフィの調査結果で明ら

かになった。この中学校は当時はBucking－

ham　Road80番地にあり，ビァズリーの生

まれたのは同じ通りの31番地である。（いま

は建物は残っているが学校ではない。）また

先のEpsomはピアズリーの生涯にもう一度

登揚する。1896年の夏をビアズリーはその

町のホテルThe　Spread　Eagleで過ごして

いるのである。1893年にビアズリーはパリ

訪問から帰国し親から独立して姉と新居を構

えた。以下プローフィを引用する一

　ピムリコ地区ケンプリッジ通り114番の

新居はビアズリーが二つ前の住居と同じ通

り，つまりはrケンプリッジ・ヴァライテ

ィ劇揚」の通リヘ戻ってきたということで

ある〔訳註・ブライトンからロンドンに出

て来たビアズリー一家はケンブリッジ通り

32番に借家住まいをしたがビアズリーが

パリヘ発つまでに一度引越している。芝居

好きでよく家のなかで演じた姉弟は戯れに

新居をケンブリソジ劇揚と名付けた〕。ピ

ァズリーの行動には昔の場所に舞い戻ると

いう，ちょっとした，しかし非常に意味の

あるモティーフが潜んでいる一まるで空

間的な後戻りによって時間的にも後戻りが

でき，それによって寿命を引き延ぱすこと

ができるとでもいうように。この後戻りの

パターンはビァズリーが自分の生まれた家

と同じ通りにある学校へ行かされたときに

始まったのだ。その後ピアズリーはかなり

頻繁にブライトンヘ戻ったであろう。1896

年には，病気の重くなったピアズリーはイ

プソム〔訳註・Epsomはかつては保養地

として知られた町である〕に戻った一ス

プレッド・イーグルというホテルに滞在し

たのだが，このホテルはビアズリーが子供

の頃住んだことのあるアシュリー通りの先

端にある。
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　この先でブローフィはピァズリーが研ゐo’5

砂加（『紳士録』）の問合せに応じて自分の履

歴を答えたとき，用紙に自分の誕生日を二年

も前へずらして記入した事実を報告し，rま

るで命を二年延ばそうとするかのごとく」と

記している。果して，そうだろうか。躍み〇一5

砂hoのような公のものに自分の記事を載せ

るというとき，自分のもっとも内なる扉を滅

多に他人に開けて見せることなく，逆に自分

で自分をからかって見せるようなピアズリー

である。ブ・一フィのr子宮から墓揚へ」の絶

望のモティーフは，むしろ究極的には子宮へ

の帰還を願望している退行現象モティーフと

して考えるぺきではなかろうか。ピアズリー

は自分を最もよく見知っているものとしての

自分の保護者のもとへ常に帰ろうとしている

のである。胎児イメージあるいは固定観念も

一つにはそれではなかろうか。そういう幼児

性の自覚は時にまったく逆の行動に人を走ら

せる一つまり背のびした大人に見せようと

する。四乃o’5研加エビソードはその一つの

機会であったのではないか。しかもにやにや

笑いながら，である。r子宮から墓揚へ」の

陰惨なモティーフに動かされて年を二つさぱ

読みしたと考えるのはおかしくはないか。

　ともあれ，統一的なピアズリー観の枠のな

かに，調査によって得た新事実を含め，ビァ

ズリーの生涯そしてビアズリーを取り巻いて

いた社会を豊富な写真を導入して展開して見

せた腕は大変読みごたえがある。装飾画を芸

術絵画のレヴニルに押し上げて美術史に変革

をもたらした第一人者としてのビアズリーの

功績について，もう少し突っこんだ実証的論

述展開が欲しかった点と，ワイルドの『サロ

メ』の播絵に関して，どれとどれが削除を余

儀なくされどれがどう修正されたかの事実間

題の記述に，間違い，いや少なくとも誤解を



94

招く記述がある点を除けば，単なる啓蒙的シ

リーズものの一冊として軽んじることはでき

ない，かなり劃期的な著書といえよう。最後

に一つ注文をつけるとすれば，ビアズリーを

埋葬してある南仏の共同墓地にはちゃんと固

有名詞があるのだからそれを記すぺきで，た

だbldcemetry’では困る。ブ・一フィを頼

りにお墓探しをして筆者はひどく苦労した。

　Brigid　Brophy：召8αγ（謬5」6夕あ％4雇5ωoyZ4，

　LondQn，1976




